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第４３回維持管理・環境管理専門委員会 

 

議 事 録 

 

●日時 ：２０２１年６月４日（金）１０：００～１１：００ 

●場所 ：ＷＥＢ 

 

 

●資料 

資料－１．前回の議事録 

資料－２．２０２１年度の協議会と本委員会の予定 

資料－３．２０２１年度の維持管理活動 

資料－４．２０２１年度の連携・協働活動の進捗状況 

資料－５．今後の維持管理について 

資料－６．エコロジカル・ネットワークの取り組みについて 

 

 

【議事結果】 

① 6 月の維持管理活動は、上池、中池、下池で実施する。 

② 多様な主体の参画による維持管理活動を企画・実施する。 

③ 釣り桟橋の取り扱いは、荒川上流河川事務所で今後の対応を検討する。 

④ 釣り人に対する対応として、まず荒川太郎右衛門地区でのルールを作って、協議（アプロー

チ）していけると良い。 

⑤ エコロジカル・ネットワークの取り組みについて、現状の取り組みを継続し、対外的にもア

ピールできることが期待できる。 

  

第４４回 維持管理・環境管理専門委員会 
２０２１年１０月２６日 

【資料－１】 
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【主な議事内容】 

●前回の議事録 

（質疑応答なし） 

 

●２０２１年度の協議会と本委員会の予定 

（質疑応答なし） 

 

●２０２１年度の維持管理活動 

・6 月の維持管理活動は、上池、中池、下池で実施する。 

 
 
●２０２１年度の連携・協働活動の進捗状況 

・つばさ北小学校、東京デザイン専門学校及びマーケットリサーチの活動は、引き続き進める。 

 

●今後の維持管理について 

・今後の維持管理について、事務局提案の方針で検討や活動を進めていく。多様な主体の参画に

よる維持管理活動を企画・実施する（候補日：11/13or14、12/11or12）。 

・釣り桟橋の取り扱いは、荒川上流河川事務所及び出張所で対応を今後検討する。 

・釣り人に対する対応として、まず荒川太郎右衛門地区でのルールを作って、協議（アプローチ）

していけると良い。 

・人が水辺に近づきやすい場所とそうでない場所に分けるような、利用ルールに合った整備が行

えると良い。 

 
 
●エコロジカル・ネットワークの取り組みについて 

・現状の取り組みを継続し、対外的にもアピールしていくことが必要である。 

 

●その他 

・協議会協力者への身分証は 10 名に発行した。協力者が調査等を実施した場合は、調査結果を共

有して頂く予定である。 

 

以上 

 


